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広島大学附属学校保護者の皆様へ 
  

広島大学理事・副学長（教育担当） 
                                宮谷 真人 
                       広島大学副理事（附属学校担当） 
                                由井 義通 

 

令和 3 年度広島大学教育実習生の新型コロナウイルス感染症対策について(お知らせ) 

 

 平素より，広島大学の教育実習に対して，ご理解，ご協力を賜り，御礼申し上げます。 

現在，広島県でも緊急事態宣言が発出され，感染者が増加している中，不安な日々を過

ごされている保護者の方々も多いことと拝察いたします。 

 そのような中ですが，8 月末より，各附属学校において令和 3 年度の教育実習を始め

させていただきます。広島大学としては，教育実習生に対して，しっかりとした感染症

対策指導を行い，実習に臨むように準備を進めてまいりました。本年 4 月以降の具体的

な取り組みについては，別紙「令和 3 年度広島大学教育実習に係る新型コロナウイルス

感染症対策（まとめ）」をご覧いただければ幸いです。 

これらの対策は，8 月 25 日新型コロナウイルス感染症広島県対策本部が決定した，

「「緊急事態措置」の実施に伴う新型コロナ感染拡大防止のための集中的な対策の強化

について」（https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploaded/attachment/451074.pdf）でも

触れられている，「（大学，高等専門学校等）臨地実習に当たっては，実習先における感

染防止対策の遵守に加え，事前の PCR 検査の積極的な受検，実習 2 週間及び実習期間

中における感染防止対策の徹底を図ること」にも，合致した内容となっております。 

 将来，教師になることを目指している学生たちにとって，教育実習は，学校教育の実

際を体験的，総合的に学べる極めて重要な機会となります。感染が広がる中，保護者の

皆様をはじめ，児童・生徒の皆様，教職員の皆様，地域の皆様にはご心配をおかけする

ことになり，大変申し訳なく存じます。将来の日本の教育を支える貴重な人材育成の場

として，この度の教育実習について，何とぞご理解，ご協力の程，よろしくお願い申し

上げます。 

いつもご支援をいただき，誠にありがとうございます。 
  



（別紙） 

 

令和 3 年度広島大学教育実習に係る新型コロナウイルス感染症対策（まとめ） 

 

1. 実習期間の短縮 

文部科学省の通知により，実習期間の短縮を決定（小学校教育実習Ⅰ：5 週間→4 週

間，中・高等学校教育実習Ⅰ：4 週間（2 週間×2 校）→3 週間（1 校）ほか） 

2. 課外活動の制限（副学長・教育学部長） 

実習開始前後 2 週間のオンライン以外の課外活動を原則，禁止 
3. コロナ対策マニュアルの作成と周知 

実習毎にコロナ対策マニュアルを作成し，教育実習委員会及び附属学校に確認・審議

決定の上，事前指導で教育実習生に周知 

教育実習生の行動指針として，以下を徹底 

・「3 つの密」を避ける 

・不織布マスクの着用，手洗い，消毒，換気 

・健康確認と行動記録 

・特に実習開始 2 週間前からの毎朝の検温，風邪症状の確認，感染リスクの高い場所 

に行く機会を減らす 

・多人数での飲食を避ける，ほか 

4. ホテルの確保（三原・福山） 

校内宿泊施設希望者の確認と，三原・福山地区のホテル確保 

【三原地区】感染症対策の観点から校内宿泊施設が利用できなかったため，宿泊希望

をしていた教育実習生全員にホテルシングルルームを確保 

【福山地区】感染症対策の観点から校内宿泊施設の利用を定員の半分にすると共に，



8. ワクチン接種の推奨と未接種者に対する実習開始前の PCR 検査および抗原検査の実施 

教育実習生に対しては，特にワクチン接種を推奨すると共に，ワクチン接種状況の実

態調査を 2 回実施 

その結果，諸々の理由によりワクチン接種をしていない・できない学生に対しては，

実習開始前に PCR 検査および抗原検査を実施 

9. ワクチン未接種者に対する実習開始後の毎週末の抗原検査の実施 

実習開始後も検査の必要性があるため，ワクチン未接種の教育実習生を対象に毎週末

の抗原検査を実施決定 

10. 附属学校訪問 2 週間前当日のリマインドメール（行動指針等） 

オリエンテーションで行った感染症対策の指導と課外活動の制限について，再度，附

属学校訪問日 2 週間前当日にリマインドメールで教育実習生全員に周知 


